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●本書は，セラミックスワークやインプラント技工などの分野において高度に修練された審美歯科技工の術式を丁寧に解説す
るとともに，臨床現場で求められる歯科医師-歯科技工士間のコラボレーション手法についてラボサイドからチェアサイドへ提
唱する内容となっています.
●「Esthetic  collection」では現在，斯界で注目を集める気鋭の歯科技工士11名によるエステティックフォトグラフィーを掲
載．高度な審美歯科技工の到達点を知るとともに，インスピレーションを養うための誌面構成となっています．
●「Technical method for dental esthetic」では，審美と機能を兼ね備えた口腔内歯列を再構築するための具体的な術式
について，細かいステップ写真を織り交ぜながら論文形式で展開しています．
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メタルセラミックスレストレーションの
審美的限界点追求のためのオペーク実験とその考察

　ここでもう一度，歯科における色の考え方を簡単に振
り返ってみたい．

　1．色相　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　色相とは「色合い」のことであり，「赤み」や「青み」
と言われるものと考えてよく，歯科の現場では頻繁に
「もっと黄色く」「もっと赤く」という表現が用いられる．
もちろん，「もっと」というのは「どれくらいなのか」
という程度の問題はあるが，それは彩度および明度と密
接に関係してくるので，後述する．

　2．彩度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　彩度とは色の鮮やかさを示すものであるが，歯科では
少し特殊な意味合いで使われることが多い．「彩度」と
いう概念では「より明るく，より黄色い」という表現で
矛盾はないが，歯科では「もっと黄色く」＝「もっと濃
く」と捉えられることが多い．他業種の，特に女性用化
粧品のファンデーションや口紅における色調のピッチの
細かさには驚かされるが，日常的に化粧をする女性たち
は「もっと明るく，もっと黄色く」という，理論的とい
うよりは感覚的なものとしてファンデーションを選んで
いるのであろう．歯科の領域では，本来の意味合いにお
ける彩度という言葉よりも，「濃度」と表現することが
多くなってきた．これは筆者自身も経験のあることだが，
担当歯科医師から「もっと濃く」と言われて修正すると，
必ずといってよいほど明度が下がる傾向がある．つまり，
歯科医師側と歯科技工士側とで彩度に対する捉え方が違
うということであり，それを受けて便宜的に濃度という
言葉が使われるようになってきたように感じられる．つ
まり，歯科における彩度とは，明度と彩度を複合させた

ものと捉えて，濃度が上がると明度が下がる，と認識し
たほうがさまざまな意味で便利かもしれない．

　3．明度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　前述したとおり，実際の明度の概念では「もっと明る
く，もっと黄色く」ということはあり得るが，濃度を前
提にすると当然，濃度が上がると明度は下がる．臨床技
工上よくある失敗例として，「濃度を上げたいがために

オレンジのステインを混ぜて，色相は近づいたけれど
も，明度が下がってしまった」というものがある（図
3-a，b）．つまり，歯科における色相と濃度は，表現す
る歯の明るさを決定的に決めてしまうということを前提
にして，色の組み立てを行わなければならない．過去の
文献にもあるように，人間の視覚は明度の差を非常に敏
感に感じるため，明度を合わせるという考え方で色を組
み立てていくことが必要になる．

はじめに

　昨今の審美歯科においては，インプラント治療の進化
に伴い，生体を意識した歯科技工がますます求められて
きている．天然歯への修復においては生体の許容範囲内
という意味で見過ごされてきた“誤差”であっても，イ
ンプラント治療となると機能的にも強度的にも極めて狭
いエリアでの対応が迫られる．そして，歯科のデジタル
化の流れもそれらの誤差を最小限にするツールとして最
大限活用していくべきであり，これまでは職人技とされ
てきた技術が誰でも平均点以上の補綴物を患者に提供で
きる環境が整いつつある．この傾向は今後もさらに進
歩，発展していくであろう．筆者もそうしたデジタル技
術の恩恵を受けている術者の一人には違いないが，未だ
に多くの患者に求められるのが「色」の問題である．デ
ジタルカメラで口腔内写真を撮影し，その場でモニター
にて確認し，必要に応じて写真を加工したり修正したり
して，銀塩時代では考えられなかったスピードと精度で
それらは行えるにも関わらず，「色」の問題は決して全
解決はされていない（図1）．本稿ではそれらの諸問題
について，オペークに焦点を絞って考察していく．

歯科における色の概念

　すべての色はマンセルの色立体相関図で表現すること
ができるが（図2），歯科における色というのは，非常
に狭いエリアに限定されていることが過去の文献などで
証明されている1）．それでも依然として歯科技工士は色
調の不一致に悩まされ続けている現状をどう見ればよい
のか……．

図1　歯科技工士が未だに多くの患者から求められるのが「色」の
問題である．デジタルカメラで口腔内写真を撮影し，その場でモニ
ターにて確認し，必要に応じて写真を加工したり修正したりして，
銀塩時代では考えられなかったスピードと精度でそれらは行えるに
も関わらず，「色」の問題は決して解決はされていない

Tetsuro Kubo

A study of esthetic opaque operation for metal ceramics restoration.

図２　色の三属性とマンセルの色立体概念図．天然歯における色相
や彩度は基本的に明るさと密接な関係にある．歯科における色調表
現においては明度を中心に色を組み立てていく必要があり，そこを
間違えるとVITAシェードガイドの0.5ランクの差でもそれに気づい
てしまう場合がある

図３-a，b　15年以上前
の筆者の技工担当症例．
キャラクターの表現ばか
りを追いかけて，肝心の
明度設計ができていない
一例である

-色の三属性- -マンセルの色立体概念図-

色相
赤みや青みなどの色合いのこと
（色相対比効果に注意）

明度
白から黒までの明るさを表す．
歯科領域では，濃度が上がると明度は下がる
（明暗対比効果に注意）

彩度
色の鮮やかさを表すが，歯科領域では
濃度（＝明度と彩度を複合させたもの）
と表現することが多い
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かび上がる．もう一つ，目の焦点をわざとぼかす方法も
ある（図9）．図9は理解しやすいように画像処理を行っ
ているが，実際にはモニターを見つめながら自分の目を
わざと焦点がずれるように見るのである．非常に原始的
だが，手間がかからず，スライドを使用していた時代か
らの癖で筆者は現在でもよく行っている．さらに原始的
な方法として，写真を小さく見る手がある（図10）．こ
れはパソコンなどのモニター上で小さくするのでもよい
が，筆者はモニターから遠くに離れてみることが多い．
そうすることで，目の焦点をわざとぼかす手法と併せ
て，両方の効果が得られるように感じている．それでも
なお迷ったときには，図11のように背景を切り取った
り，シェードタブの一部を切り取って天然歯に貼り付け
て比色したりするが，これらはさほど頻繁に用いるもの
ではない．
　例えば，図6を見る限りでは単純にA3が最も近いよ
うに感じるかもしれないが，図8のようにモノクロ写真
で見てみると明らかに明度不足と読み取れるし，どち
らかというと明度はA2に近いように感じる．では，図
9のように目の焦点をぼかしてみると，明度はA2に近
かったが，色相が違って見えないだろうか．既述のよう
に歯科における色相や彩度は基本的に明るさと密接に
関係があるので，ここで単純にA2に混色すると明度が
下がってしまうことは容易に想像できるだろう．次項で
は，この症例における筆者のデンティン選択の考え方に
ついて記す．

覚では通常のデンティンより2～3割ほど不透明に感じ
る，つまり，2～3割ほど明るいということである．さ
らに，OD-43という白に近いアイボリー色のODもそ
ろっているので，目指す色相がシェードガイドと極端に
かけ離れていても，混色しながらも明度を保つオプショ
ンとして使用することができる．本症例とは関係ない
が，明度を意図的に下げたい場合はCL-Oというトラン
スルーセントを混ぜることもできる．本症例のデンティ
ンのブレンドは，D-A1とOD-A2を1：1で混ぜたも
のにOD-43を4分の1混ぜ，それらをすべて足したもの
の64分の1の分量のインノバ -1を足した（図12）．一

天然歯と補綴物の層構造の違い

　天然歯は主に半透明な象牙質と半透明なエナメル質で
構成されており，必然的に半透明に見える（図4）．補
綴物の場合は図5のように積層するエリアが極端に限ら
れるために，陶材メーカーによってさまざまな工夫がな
されている．
　筆者が日常的に使用している『Creation CC』（ハー
マンズ，ファクト）はデンティンの不透明度が比較的高
い陶材だが，それでも物足りなく感じることが増えてき
た．そこで，筆者が実際に行っているシェードテイキン
グ（ここでは，担当歯科医師から送られてきた写真のみ
で行うシェードテイキングのこと）を示し，シェードマッ
チングに大きく影響するデンティンの選択とその考え方
を次項にて説明したい．

シェードテイキングの実際

　図6は 21  1 修復のメタルセラミックス症例におい
て歯科医院から送られてきた写真である．この写真にお
いてシェードテイキングに必要な情報・手法を示すと
図7のとおりとなる．この写真では明度を決定づけるオ
ペークとデンティンの選択に集中し，細かいキャラク
ターを見る必要はない．その明度を確認する方法として
王道とも言えるのは，彩度をゼロにすることである（図
8）．つまり，グレースケールにすると明るさだけが浮

デンティン陶材の選択

　図10では単純に，A3では暗いと判断した．明度が
A2に近いからといって，A2に混色すると明度低下は
免れない．ちなみに本症例のように色相がピンクオレ
ンジにシフトしている場合は，In Nova-1という陶材を
混ぜることが多い．明度がA2に近い場合は，A1にIn 
Nova-1を，筆者の場合は64分の1程度混ぜることが多
く，基本的にはこれでほぼ問題ない．しかし，Creation 
CCには通常のデンティンと色相も彩度も全く同じOD
（オペーカスデンティン）というものがある．筆者の感

図７　シェードテイキ
ングに必要な情報およ
び手法

図４　天然歯の色構成エリ
ア．天然歯は主に半透明な象
牙質と半透明なエナメル質で
構成されており，必然的に半
透明に見える

図５　補綴物の色構成エリア．特にメタルセ
ラミックスの場合，最終的な天然歯のような
半透明を目指すのであれば，デンティン陶材
は圧倒的に不透明に，エナメル陶材は天然歯
のそれよりもより透明に設計されている

図６　21｜1 修復のメタルセラミックス症例において歯
科医院から送られてきた写真

図８　明度を確認する
方法として王道とも言
えるのは，彩度をゼロ
にすることである．グ
レースケールにすると
明るさだけが浮かび上
がる

図９　明度を確認する
のに目の焦点をわざと
ぼかす方法もある．本
図は理解しやすいよう
に画像処理を行ってい
るが，実際にはモニ
ターを見つめながら自
分の目をわざと焦点が
ずれるように見る

図10　さらに原始的な方法として，写
真を小さく見る手がある．これはパソコ
ンなどのモニター上で小さくするのでも
よいが，筆者はモニターから遠くに離れ
てみることが多い．そうすることで，目
の焦点をわざとぼかす手法と併せて，両
方の効果が得られるように感じている

図12　本症例のデンティンのブ
レンドは，D-A1とOD-A2を1：
1で混ぜたものにOD-43を4分の
1混ぜ，それらをすべて足したも
のの64分の1の分量のIn Nova-1
を足した

図11　背景を切り取って明度を確認する方法．さほど頻繁に
用いるものではない．オペークの影響とトランス層とのバラン
スが保たれて初めて「この色」が表現できると考えている
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